
公園内でのゴミの 

ボイ捨てはやめましよう 

市内の公園で空き缶やペットボトル、タ 

バコなどのボイ捨てが目立っています。 

公園は多くの市民が利用する場所であり、 

ゴミのボイ捨てにより利用者がケガをした 

り、タバコなどのボイ捨てにより火災の原 

因となる危険匣があります。 

ゴミはゴミ箱に捨てるか持ち帰るように 

し、ゴミのボイ捨ては絶対にやめましょう。 

ベ 

f 摩 } 

•問い合わせ先 

都市整備課都市計画係（ 0 37-2161) 
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相馬市民憲章 

美しい相馬の海と山とを、うたいつぐふるさ 
とのうたと共に、あすのくらしにのこそう。 
報徳の訓えに心をはげまし、うまずたゆまず 
豊かな相馬をきずこう。 
ふるきをたずね、新しい相馬のまちづくりに 
一人一人の力をかたむけよう。 

O 広 報 そ う ま H 2 3 . 9.15 

連絡不通者の安否について 
市では、震災後に連絡の取れていない方の 

安否を確認しています。 

ご家族、ご親戚、あるいは友人、職場の同 

僚などで、いまだ確認がとれていなレ、方がお 

りましたら情報をお寄せください。 

爆 連 絡 先 健 康 福 祉 課 S 3 7 - 2 6 0 8 

FAX 3 7 - 2 6 1 2 

す
で
に
自
費
で
損
壊
家
屋
を
撤
去
し
た
方 

震
災
で
損
壊
し
た
家
屋
の
撒
去
費
用
を
助
成 

東
日
本
大
震
災
に
よ
つ
て
家
屋 

に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た 

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
す
で
に 

自
費
で
損
壊
家
屋
を
解
体•

撤
去 

さ
れ
た
方
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
都
市
整
備
課
ま
で
お 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
対
象
者 

•
倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
家
屋
の 

建
物
全
体
を
解
体
•
撤
去
す
る
た 

め
に
平
成
M
年
7
月
3
1
日
よ
り
前 

に
解
体
工
事
業
者
と
契
約
し
解
体 

さ
れ
た
方 

•
り
災
証
明
書
で「
全
壊」

、「

大 

規
模
半
壊」

、「

半
壊」
と
判
定
さ 

れ
た
家
屋 

※
津
波
の
浸
水
な
ど
に
ょ
り
明
ら 

か
に
生
活
が
で
き
な
い
と
判
断 

さ
れ
る
家
屋
な
ど
は
、
り
災
証 

明
が
な
く
て
も
助
成
の
対
象
と 

し
ま
す
。 

【

市
が
行
つ
て
い
る
解
体
撤
去
の 

受
付
は
川月

；
；
：
；

日
ま
で】

 

現
在
、
市
の
事
業
と
し
て
行
つ 

て
い
る
解
体
撤
去
作
業
の
受
付
は
、 

1
0
月
M
日(

月)

ま
で
と
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
す
。 

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
5 

月
巧
日
号
広
報
紙
も
し
く
は
市
の 

ホ
丨-r

へ
丨
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
都
市
整
備
課 

(

S
3
7
2 
1
6 
0)

 

I 
~
種
混
合•

M
R
予
防
接
種
を
実
施 

市
で
は
、
接
種
医
療
機
関
で
ニ 

種
混
合(

ジ
フ
テ
リ
ア
•
破
傷
風)

、 

M
R (

麻
し
ん•

風
し
ん
混
合)

 

第
2
期•

第
3
期•

第
4
期
予
防 

接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

対
象
者
に
は
個
人
通
知
し
ま
し 

た
が
、
予
診
粟
を
お
持
ち
で
な
い 

方
は
必
ず
、
保
健
セ
ン
タ
丨
へ
ご 

連
絡
く
だ
さ
い
。 

【

二
種
混
合 

(

ジ
フ
テ
リ
ア
•
破
傷
風)】

 

•
対
象
者
小
学
6
年
生(

平
成 

U
年
4
月
2
日〜

平
成
1
2
年
4
月 

1
日
生
ま
れ)

 

•
接
種
期
限
平
成
M
年
3
月
M 

日(

土)

ま
で 

※
な
る
べ
く
早
め
に
接
種
す
る
よ 

ぅ
お
勧
め
し
ま
す
。 

•
接
種
医
療
機
関
広
報
そ
ぅ
ま 

3
月
1
日
号
掲
載
の「

平
成
2
3
年 

度
予
防
接
種
予
定
表」

を
ご
覧
く 

だ
さ
い
。 

•
接
種
料
金
無
料(

全
額
市
が 

助
成
し
ま
す) 

【

M
R 

(

麻
し
ん
•
風
し
ん
混
合)

 

第
2
期
•
第
3
期
•
第
4
期】

 

•
対
象
者 

• 
M
R
2
期
=
平
成
1
7
年
4
月
2 

曰〜

平
成S

年
4
月
1
日
生
ま
れ 

(
幼
稚
園
な
ど
の
年
長
児)

 
•
。
尺
3
期
=
平
成
1
0
年
4
月
2 

日〜

平
成
1
1
年
4
月
1
曰
生
ま
れ 

(

中
学
1
年
生)

 

• 
M
R
4
期=

=

平
成
5
年
4
月
2 

日〜

平
成
6
年
4
月
1
日
生
ま
れ 

(

高
校
3
年
生
相
当)

 

•
接
種
期
限
平
成
M
年
3
月
M 

日(

土)

ま
で 

※
な
る
ベ
く
早
め
に
接
種
す
る
よ 

ぅ
お
勧
め
し
ま
す
。 

•
接
種
医
療
機
関
平
成
2
3
年
度 

予
防
接
種
予
定
表
を
ご
覧
く
だ
さ 

r

 

o 

し •
接
種
料
金
無
料(

全
額
市
が 

助
成
し
ま
す)

 

肇
問
い
合
わ
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先
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健
セ
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タ
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着総繊維の繊維数濃度（単位：本/リットル） 

測定地点 測定値 

1.光陽地内 
(災害廃棄物集積場） 

3.70 

2.尾浜地内（賀都屋交差点） 3.00 

3.岩子地内（消防屯所） 2.10 

4.新田地内 
(結城農機店前交差点） 

0.74 

5.磯部地内（堰場橋丁字路） 1.90 

6.光陽地内 
(ソフ卜ボール場） 

1.20 

測定地点 測定値 

7.細田地内 
(松ヶ江地下道交差点） 

1.20 

8.北飯渕地内（角田公園） 0.74 

9.中村地内 
(市役所分庁舎前） 

1.40 

10.曰下石地内 
(国道6号ロ一ソン前） 

0.86 

H23. 9. 

市へ直接お寄せいただいた義援金の 

受付および配分状況のお知らせ 

震災以降、国内および海外の皆さまから温かいご支援をいただき、心よリ感謝申し上げます。 

皆さまから寄せられました市災害義援金の受付と配分状況についてお知らせします。 

(平成23年8月31日現在） 

区分 金額（円） 

市災害義援金の受付状況 543,804,405 

市災害義援金の配分状況 340,191,927 

【配分内訳】 

•被災者に対する現金支給分 

•生活支援金 1憶5，6 0 0万円 

( 1人3万円5, 2 0 0人に支給） 

•自立支援金 

( 1世帯 1 0万円 

•仮設住宅人焙支度金 

( 1世帯 1 0万円 

•被災者に対する現物支給分 

•自立支援セット 

(布団セット 

•緊急避難への備えのための現物支給分 

•避難用リュックサック 8 5 6万円 

(全世帯へ配布) 

•避難用担架 6 7万円 

(自力避難困難者用5 0台配置) 

7 , 8 6 0万|リ 

7 8 6世帯に支給） 

7，5 0 0万円 

7 5 0世帯に支給） 

2 , 1 3 6万円 

3,0 0 0組配布） 

IN /son 

生活支援金受付時の様子（3月19日撮影） 

いただいた義援金は、震災で被災した方への 

生活支援金や自立支援金、仮設住宅入居支度金 

などとして配分しています。 

未配分については、被災された方への生活再 

建支援のために活用させていただきますので、 

これからも、ご理解とご協力をよろしくお願い 

します。 

•問い合わせ先財政課財政係（ S 37-2123) 

•
調
査
場
所 

被
災
地
区
や
住
宅
地
な
ど
、
市 

内
のS

箇
所
で
測
定
。 

•
測
定
方
法 

環
境
省
作
成
の「

ア
ス
ベ
ス
ト 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル(

第 

4
.
0
版)」

に
準
拠
。 

•
調
査
項
目 

環
境
大
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
繊 

維
数
の
濃
度
。(

総
繊
維
数
を
計 

測
し
、
電
子
顕
微
鏡
に
よ
り
ア
ス 

ベ
ス
ト
を
同
定)

 

•
測
定
結
果 

全
て
の
測
定
箇
所
で
、
総
繊
維 

濃
度
が
、
敷
地
境
界
基
準
で
あ
る 

2

本\

リ
ッ
ト
ル(

大
気
汚
染
防 

止
法
施
行
規
則
第
比
条
の
2)

を 

下
回
つ
て
い
ま
す
。 

※
総
繊
維
に
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
以 

外(

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
な 

ど)

も
含
む
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課 

(
0
3
7
2
1
4
2)

 
市 
内 
の 
大 
気 
中 
T 
ス 
ベ 

ス 
卜 
：葬 
/辰 

度 
測 
定 
結 
果 

e ま う そ IP 

8
月
1
0
日
に
市
が
実
施
し
た
市
内
の
大
気
中
ア
ス
べ
ス
ト
濃
度
の
測
定
広 

結
果
は
、
次
の
と
お
リ
で
す
。 

5 
I
X 
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東曰本大震災での原子力発電所事故によリ被害を受けられた方は 
地方税（県税、市税）の軽減指置などを受けられます 

軽減指置を受ける際には、手続きが必要となる場合もありますので、詳細については 

お問い合わせください。 

税制上の搭置 概 要 

共通 減免搭置 •被害にあわれた方の状況に応じて、税の減免を受けることができます。 

並 

通 
自 
動 
車 
税 

•警戒区域内にあった自動車で永久抹消登録をされた自動車には、平成23年3月11 
曰にさかのぼって自動車税は課税されません。 

並 

通 
自 
動 
車 
税 

永久抹消登録などの 
手続きをされた警戒 
区域内の自動車にか 

•また、警戒区域内にあった自動車で永久抹消登録などがされたものに代わる自動車（代 
替自動車）を次の期間に取得し、定置する県の認定を受けた場合には平成23年度〜平 
成25年度分までの自動車税は課税されません。 

並 

通 
自 
動 
車 
税 

かる自動車税などの 一代替自動車の取得期間平成2 3年3月1 1日〜平成2 6年3月3 1日まで 

県税 

並 

通 
自 
動 
車 
税 

非課税指置 ※警戒区域にあった自動車の永久抹消登録などの手続きをされる前に代替自動車を取 
得した場合、自動車取得税及び自動車税は免除されます。 
また、すでに衲付した分については還付を受けることができます。 

県税 不 
動 

警戒区域にあった家 
屋や敷地に代わる家 
屋•土地を取得した 
場合の不動産取得税 
の軽減指置 

•警戒区域の解除日から3ヶ月を経過するまでの間に代替家屋、代替土地を取得され 
た場合、不動産取得税の軽減指置を受けられます。 

産 
取 

警戒区域にあった家 
屋や敷地に代わる家 
屋•土地を取得した 
場合の不動産取得税 
の軽減指置 

•警戒区域の解除後に代替家屋が新築•完成されたもので、警戒区域の解除日から1 
年を経過するまでの間に取得した場合、不動産取得税の軽減指置を受けられます。 

得 
税 

警戒区域にあった家 
屋や敷地に代わる家 
屋•土地を取得した 
場合の不動産取得税 
の軽減指置 ※軽減指置は、県の認定を受けることにより、当該の家屋や敷地分の不動産取得税は 

課税されません。 

これらの軽減指置を受ける際には、所定の書類を添付して申請手続きが必要となります。 

問い合わせ先 
相双地方振興局県税部 

S 26-1126 (不動産取得税）0 26-1127 (自動車税） 

自動車検査証の返衲 
などおよび永久抹消 
登録などの手続きを 
された警戒区域内の 
軽自動車の代替軽自 
動車税の非課税指置 

•警戒区域内にあった軽自動車で自動車検査証を返_された場合は、平成23年3月 
11曰にさかのぼって課税されません。 

軽 
自 
動 

自動車検査証の返衲 
などおよび永久抹消 
登録などの手続きを 
された警戒区域内の 
軽自動車の代替軽自 
動車税の非課税指置 

•また、警戒区域内にあった軽自動車で永久抹消登録などの手続きをされた代替軽自 
動車を次の期間に取得し、定置する市の認定を受けた場合は平成23年度〜平成25年 
度分まで課税されません。 

車 

自動車検査証の返衲 
などおよび永久抹消 
登録などの手続きを 
された警戒区域内の 
軽自動車の代替軽自 
動車税の非課税指置 

^代替軽自動車の取得期間平成2 3年 3月 1 1日〜平成2 5年 4月 1日まで 
税 

自動車検査証の返衲 
などおよび永久抹消 
登録などの手続きを 
された警戒区域内の 
軽自動車の代替軽自 
動車税の非課税指置 ※警戒区域にあった自動車_軽自動車の永久抹消登録などの手続きをされる前に代替 

軽自動車を取得した場合、代替の軽自動車税は免除されます。 
また、既に衲付した分については還付を受けることができます。 

市税 
固 
定 
資 
産 
取 
得 
税 
な 
ど 

•警戒区域の解除日から3力月を経過するまでの間に代替家屋、代替土地を取得され 
た場合、固定資産税•都市計画税の軽減搭置を受けることができます。 

市税 
固 
定 
資 
産 
取 
得 
税 
な 
ど 

警戒区域にあった家 
屋や敷地に代わる土 
地•家屋を取得した 

•警戒区域の解除後に代替家屋が新築•完成されたもので、警戒区域の解除日から1 
年を経過するまでの間に取得した場合、固定資産税•都市計画税の軽減指置を受けら 
れます。 

固 
定 
資 
産 
取 
得 
税 
な 
ど 

場合の固定資産税• 
都市計画税の軽減指 

※軽減指置は、代替の土地や家屋が存在する市の認定を受けることによリ、当該の家 
屋や敷地分の固定資産税•都市計画税は課税されません 

固 
定 
資 
産 
取 
得 
税 
な 
ど 

置 ※警戒区域•計画的避難区域•緊急時避難準備区域などのうち市町村長が指定する区 
域内の土地や家屋は、平成23年度分の固定資産税•都市計画税は課税されません。 
また、特段の手続きは不要です。 

これらの軽減指置を受ける際には、所定の書類を添付して申請手続きが必要となります。 

問い合わせ先 相 馬 市 役 所 税 務 課 市 民 税 係 S 37-2127 

あなたの 
「ふるさと寄附金」が 

被災地支援になリます 

被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄
附
金
、 

自
治
体
を
通
じ
て
の
被
災
地
へ
の 

義
援
金
は「

ふ
る
さ
と
寄
附
金」

 

と
し
て
住
民
税
も
し
く
は
所
得
税 

の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共
同
募 

金
会
な
ど
へ
の
義
援
金
も「

ふ
る 

さ
と
寄
附
金」

と
し
て
住
民
税
も 

し
く
は
所
得
税
の
控
除
が
受
け
ら 

れ
ま
す
。 

詳
し
く
は
総
務
省
東
日
本
犬
震 

災
関
連
情
報
ホ
丨
-T

へ
丨
ジ
を
ご 

覧
く
だ
さ
い
。 

M
t
-
O
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結核予防週間 

9 / 2 4 (土）〜973 0 (金) 

•問い合わせ先 

保健センタ一（S 35-4477) 

こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
に
病
院
へ
！ 

•
長
引
く
咳(

2
週
間
以
上)

• 

タ
ン
が
出
る
•
長
引
く 

(

体
の)

 

だ
る
さ
•
長
引
く
微
熱
•
胸
の
痛 

み
•
急
に
体
重
が
減
る 

見
さ
れ
に
<
ぃ
高
齢
者
の
結
核 

肋
歳
以
上
の
方
は
、
年
に
1
回 

は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け 

ま
し
よ
う
。 

ま
た
、
健
診
な
ど
で
胸
部
レ
ン 

ト
ゲ
ン
検
査
の
精
密
検
査
が
必
要 

に
な
っ
た
場
合
は
、
自
覚
症
状
が 

な
く
て
も
必
ず
受
診
し
ま
し
よ
う
。 

咳
•
タ
ン
な
ど
目
立
っ
た
症
状
が 

あ
ら
わ
れ
に
く
い
の
が
、
高
齢
者 

の
結
核
の
特
徴
で
す
。 

「

食
欲
が
な
い」

、「

元
気
が
な 

い」

、「

体
重
減
少」

、「

微
熱」

な 

ど
の
症
状
し
か
出
な
い
場
合
が
あ 

り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
健
康
状
態
に
日
頃 

か
ら
注
意
し
ま
し
よ
う
。 

一
生
後
6
か
月
ま
で
に
B
C
G 

|
 

1

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！ 

B
C
G
は
、
結
核
に
対
す
る
免 

疫
を
つ
け
て
、
乳
児
の
重
症
化
を 

防
ぐ
予
防
接
種
で
す
。 

生
後
3〜

6
力
月
に
、
必
ず
B 

C
G
接
種
を
受
け
ま
し
よ
う
。 

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
自
動
車
の
永
久
抹
消
登
録 

お
よ
び
自
動
車
重
量
税
特
例
還
付
申
請
を
受
付 

•=「=• 

話 
受 
付 

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局
で 

は
、
自
動
車
関
係
連
絡
会
議(

*)
 

を
通
じ
て
、
次
に
掲
げ
る
自
動
車 

の
永
久
抹
消
お
よ
び
自
動
車
重
量 

税
特
例
還
付
申
請
を
受
付
し
ま
す
。 

•
対
象
と
な
る
自
動
車 

•
東
日
本
大
震
災
で
被
災
•
流
失 

し
た
自
動
車 

•
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら 

半
径
g
k
m
H
内
の
警
戒
区
域
に
放 

置
さ
れ
た
自
動
車
で
、
再
使
用
ま 

た
は
譲
渡
す
る
意
思
の
な
い
自
動 

•
I
n
l
 

•
受
付
料
金
無
料 

※
必
要
書
類
の
郵
送
料
な
ど
は
別 

途
必
要
で
す
。 

•
実
施
期
間
8
月
2
2
日(

月)
 

〜

平
成
2
4
年
3
月
1
1
日(

日)
 

※
土
日•

祝
日
お
よ
び
1
2
月
2
9
日 

〜

平
成
M
年
ー
月
3
日
の
期
間 

を
除
く
。 

•
受
付
時
間
9
時〜

じ
時
、
1
3 

時〜

1
6
時 

•
受
付
電
話
番
号 

S
0
2
4 

5
3 
9 

6 
2 
6
2 

出
張
受
付 

次
の
と
お
り
出
張
受
付
を
行
い 

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

•
日
時
9
月
2
1
日(

水)
2

時 

〜

1
5
時 

•
場
所
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン 

タ
-
 ̂

•
問
い
合
わ
せ
先
•
登
録
自
動 

車=

福
島
運
輸
支
局
登
録
部
門 

(

S
Q
5
0
.
I
5
5
4
0
1
2
〇 

1
5)

•
軽
自
動
車
検
査
協
会
福 

島
事
務
所(

s
o 
2 
4 
1
5 
4 
6 

1
3 
2 
2 
2)

 

動
^
関
係
迚
絡
会
議
C
I
K
式 

名
称
•
棗
H
本
大
震
災
及
び
福
B 

沿
一
原
子
カ
発
電
所
の
^
故
に
よ 

る
被
災
者
へ
の
.
2
:
動
卓
関
係
支
援 

連
絡
会
議)

と
は 

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
福
島
第 

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る 

被
災
者
に
対
し
、
今
後
の
生
活
再 

建
に
必
要
と
な
る
自
動
車
に
関
す 

る
行
政
手
続
き
な
ど
の
情
報
提
供 

お
よ
び
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的 

と
し
て
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支 

局
を
は
じ
め
と
す
る
8
団
体
で
構 

成
さ
れ
た
団
体
で
す
。 

「

体
が
だ
る
い
？」

「

咳
が
治
ら
な
い
の
？」

 

そ

れ

つ

て

か

も 

結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り 

ま
せ
ん
。 

福
島
県
内
で
は
、
平
成
m
年 
こ 

抓
名
の
方
が
新
た
に
結
核
を
発
症 

し
て
い
ま
す
。 

そ
の
う
ち
、
約
6
割
が
仍
歳
以 

上
の
方
で
す
。(

平
成
m
年=
况 

名(

6
1
.
9
%)

 

結
核
は
、
人
か
ら
人
に
う
つ
る 

感
染
症
で
、
自
分
が
結
核
だ
と
気 

づ
か
ず
に
周
り
の
人
々
に
う
つ
し 

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

結
核
は
早
期
発
見
•
早
期
治
療 

に
よ
り
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の 

で
、
結
核
に
関
心
を
持
ち
、
正
し 

い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
よ
う
。 

結
核
と
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て 

主
に
肺
に
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で 

す
。 結

核
を
発
病
し
重
症
化
し
て
い 

る
人
の
咳
や
く
し
ゃ
み
の
し
ぶ
き 

に
は
、
結
核
菌
が
含
ま
れ
て
い
ま 

す
。
こ
の
し
ぶ
き
の
水
分
が
蒸
発 

し
て
、
結
核
菌
だ
け
が
空
気
中
に 

た
だ
よ
っ
て
飛
び
、
そ
れ
を
周
り 

の
人
が
直
接
吸
い
込
む
こ
と
に 

よ
っ
て
う
つ
り
ま
す
。 

「

結
核
か
な
？」

と
思
っ
た
ら
、 

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
、 

せ
き
が
出
る
時
は
マ
ス
ク
を
つ
け 

ま
し
よ*

っ
。 

結
核
は
、
6
力
月
間
毎
日
き
ち 

ん
と
薬
を
飲
め
ば
治
り
ま
す
。
し 

か
し
、
治
療
の
途
中
で
服
薬
を
や 

め
て
し
ま
え
ば
治
り
ま
せ
ん
。
そ 

れ
ど
こ
ろ
か
菌
は
抵
抗
力
を
つ
け
、 

薬
が
全
く
効
か
な
い
多
剤
耐
性
菌 

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

結
核
は
ど
ん
な
病
気
？ 



市立幼稚園 旧 
ノ し 募 集 

平成24年度の市立幼稚園の入園希望者を募集します。 

•募集期間 1 0 月 3日（月）〜 3 1日（月） 

•対象児 

V 5歳児• • • 平 成 1 8 年 4 月 2 日 〜 平 成 1 9 年 4 月 1 日 生 ま れ 

• 4歳児’• • 平 成 1 9 年 4 月 2 曰 〜 平 成 2 0 年 4 月 1 日 生 ま れ 

•市内に住所がある幼児（保護者も同様） 

※震災の影響で市内に居住している相馬市以外の方については、 

学校教育課へご相談ください。 

•募集定員右の表のとおり 

•入園手続き各市立幼稚園にある入園願書に必要事項を記入し 

希望する幼稚園に提出してください。 

※現在、在園中で引続き通園される方の手続きは不要です。 

• 保 育 料 月 額 5 , 0 0 0 円 

※その他教材費などがかかります。 

各幼稚園の定員と連絡先 

幼稚園名 
定員 

電話番号 幼稚園名 
4歳児 5歳児 

電話番号 

大 野 35 35 35-1962 

山 上 35 35 32-5931 

玉 野 35 35 34-2101 

八 幡 3 5 35 36-3808 

飯 豊 35 70 35-6756 

磯 部 35 35 33-5761 

日立木 35 35 35-0591 

預かり保育について 

市は、少子化や核家族化、就労形態の変化に対応 

するため、保護者との連携を図りながら、子育てを 

支援しています。 

•対象者市立幼稚園に通う園児 

•預かり時間 

月〜金曜日 教育終了〜18時 

•預かり保育の種類 

®常時預かり保育• • 

通して預かります。 

©臨時預かり保育. • 

名簿に登録され、年間を 

名簿に登録されていない 

幼児を臨時的に預かります。 

•実施する園 

5名以上の希望がある園 

•預かり日次の曰を除いた曰に実施 

©土曜日•日曜日•祝日 

@ 8月13曰〜16日 

® 年 末 • 年 始 （ 1 2 月 2 9 日 〜 1 月 3 日 ） 

©教育委員会が特に指定した日 

※各園の長期休業中の預かり保育については、本年 

度の預かり保育の状況をふまえ実施を検討する予 

定です。 

※その他、都合により実施できない場合は、事前に 

保護者に連絡します。 

•預かり保育料など 

®常時預かり保育料. • •月額3,000円 

※個人の都合により園児を預けない日があったり、 

月の途中で開始、または中止しても1か月分の預 

かり保育料がかかります。 

※ほかに、おやつ代として月額2,000円を園ごと 

に徴収します。 

©臨時預かり保育料. • •日額3 0 0円 

※預かり保育の時間の長短にかかわらず、1日分と 

します。 

※おやつ代は、園ごとに実費徴収します。 

•申込方法 

©常時預かり保育• • •「常時預かり保育申込書」 

を幼稚園に提出してください。常時預かり保育の 

受け入れの決定は園長が行います。申込書は幼稚 

園にあります。 

(D臨時預かり保育• • •預かり保育を希望する日ま 

でにr臨時預かり保育申込書」を幼稚園に提出し 

てください。 

申込書は幼稚園にあります。 

J 

問い合わせは、各市立幼稚園または学校教育課（S 37-2185)まで 

0 広 報 そ う ま H 2 3 . 9.15 



•入居が可能な人数と部屋の大きさ 

対象人数 標準的な 
部屋の大きさ 

広さ 
北飯渕•刈敷田大野台•柚木 

標準的な 
部屋の大きさ 

広さ 

1〜2人 1人 
1 D K 
(5畳、ダイニングキッチン） 

6坪 
相当 

3〜 4人 2〜 3人 2 D K 
(4.5畳X 2間、ダイニングキッチン） 

9坪 
相当 

5人以上 4人以上 
3 K 
(4.5畳X 2間、6畳X1間、キッチン） 

12坪 
相当 

※刈敷田第1、第2、大野台第1、第4応急仮設住宅には、 

現在空きはありません。 

※北飯渕、刈敷田応急仮設住宅は優先者（妊婦、4歳 

以下（当月末日現在）の子どもがいる方、身体障が 

い者、75歳以上の方（当月末日現在)）のみの募集 

になります。 

※今後、空き戸数も見込まれることから、1DKも申 

し込みを受け付けます。 

H23. 9.15広報そうま© 

仮設住宅名称 2 D K 3 K 

^匕飯渕応急仮設住宅（東グラウンド） 1 〇 

大野台第2応急仮設住宅 〇 3 

大野台第3応急仮設住宅 1 〇 

大野台第5応急仮設住宅（ペット可） 〇 4 

柚木応急仮設住宅（ぺッ卜可） 8 3 

•
入
居
期
間•

入
居
に
か
か
る
費
用 

入
居
期
間
は
最
長
2
年
間
と
な 

り
ま
す
。
家
賃
は
無
料
で
す
。
駐 

車
場
に
つ
い
て
は
、
仮
設
住
宅
敷 

地
内
に
1
戸
あ
た
り
1
台
に
限
り 

無
料
で
す
。 

た
だ
し
、
電
気
•
水
道
•
ガ
ス 

な
ど
の
使
用
料
や
、
備
え
付
け
以 

外
の
備
品
な
ど
に
要
す
る
費
用
は 

入
居
者
負
担
で
す
。 

ま
た
、
退
居
時
の
修
繞
費
用
に 

つ
い
て
も
入
居
者
負
担
で
す
。 

•
留
意
事
項 

7
人
以
上
で
申
込
ま
れ
て 

い
る
場
合
、
2
戸
に
分
か
れ
て 

い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

※
？
健
康
福
祉
課
で
登
録
の
あ 

る
介
護
べ
ッ
ド
の
あ
る
方
は
、 

1
台
に
つ
き
1
名
と
数
え
ま
す
。 

•
部
屋
の
仕
様
な
ど 

風
呂
、
ト
イ
レ
、
照
明
器
具
、 

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
エ
ア
コ
ン(

1
台)

 

※
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
電
子
レ
ン 

ジ
、
電
気
ポ
ッ
ト
、
洗
濯
機
、 

炊
飯
器
は
日
本
赤
十
字
社
な
ど 

か
ら
頂
け
ま
す
が
、
家
電
の
搬 

入
が
鍵
引
渡
し
後
に
な
る
場
合 

が
あ
り
ま
す
。 

※
入
居
さ
れ
る
方
は
、「

住
宅
の 

応
急
修
理
制
度」

は
受
け
ら
れ 

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
住
宅
の
応
急
修
理
制
度
と
は
、 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り「

全
壊 

•
大
規
模
半
壊
又
は
半
壊
し
た 

住
宅」

を
市
町
村
が
業
者
に
依 

頼
し
て
一
定
の
範
囲
内
で
応
急 

修
理
す
る
制
度
で
す
。
限
度
額 

は
5
2
万
円
で
す
。 

を 
受 
け 
付 
け 
ま 
す 

O 

※
市
外
の
方
は
、
住
民
粟
の
あ
る 

市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ 

さ
い
。 

•
入
居
で
き
る
方 

•
住
家
が
全
壊
、
全
焼
ま
た
は
流 

失
し
た
方 

•
原
子
力
災
害
に
よ
る
避
難
者
の 

方 •
自
ら
の
資
力
で
再
建
で
き
な
い 

方 

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入
居(

新
規
申
し
込
み
.
再
申
し
込
み)

 

入
居
を
希
望
の
方
は
次
の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

會
申
し
込
み
の
種
類 

【

新
規
申
し
込
み】

 

こ
れ
ま
で
仮
設
住
宅
に
入
居
さ 

れ
て
い
な
い
方
に
は
、
優
先
的
に 

ご
案
内
し
ま
す
。 

【

再
申
し
込
み】

 

現
在
仮
設
住
宅
に
入
居
さ
れ
て 

い
る
方
で
、
個
別
の
事
情
に
よ
り
、 

世
帯
分
け
、
人
数
の
追
加
、
仮
設 

住
宅
の
移
動
な
ど
の
希
望
が
あ
り 

ま
し
た
ら
、
再
申
し
込
み
と
し
て 

申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。 

世
帯
分
け
な
ど
に
よ
り
入
居
中 

の
仮
設
住
宅
で
規
定
の
人
数
か
ら 

外
れ
る
場
合
に
は
、
入
居
中
の
仮 

設
住
宅
か
ら
の
移
動
を
お
願
い
し 

ま
す
。 

※
再
申
し
込
み
に
よ
る
移
動
は
、 

1
度
限
り
と
な
り
ま
す
。 

•
入
居
者
選
定
方
法 

1
.
入
居
の
選
定
は
、「

新
規
の 

申
し
込
み
の
方」
「

再
申
し
込
み 

の
方」

の
順
で
行
い
ま
す
。 

2
.
月
末
に
申
し
込
み
を
ま
と
め 

て
、
抽
選
な
ど
に
よ
り
入
居
者
を 

決
定
し
ま
す
。 

※
抽
選
に
外
れ
た
方
は
次
回
の
募 

集
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

•
申
込
方
法 

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「

相 

馬
市
応
急
仮
設
住
宅
入
居
申
込 

書」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
受
付
期
間 

9
月
巧
日(

木)

以
降 

參
提
出
場
所
市
役
所
建
設
部
建 

築
課(
庁
舎
2
階)

 

•
基
本
方
針 

•
相
馬
市
に
住
所
の
あ
る
方
に
限 

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

仮設住宅募集戸数（9月1日現在: 

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
を
受
付(

新
規
申
し
込
み
•
再
申
し
込
み)

 

•
問
い
合
わ
せ
先 

建
築
課(

e
!
:
;
2
1
7
9)
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平成2 4年度小学校入学予定児童の就学時健康診断 

市では、来年4月に小学校に入学するお子さんの健康診断を次のとおり実施します。 

• 対 象 者 平 成 1 7 年 4 月 2 日 か ら 平 成 1 8 年 4 月 1 曰 ま で に 生 ま れ た お 子 さ ん 

【会場•期日•受付時間】 

学校名 受診期日 受付時間 備考 

大野小学校 1〇月 3 1曰（月） 1 2 ： 4 5 〜 1 3 ： 0 0 

山上小学校 1 1 月 9 日 （ 水 ） 1 2 ： 3 0 〜 1 2 ： 4 0 

玉野小学校 

1〇月1 2日（水） 1 3 ：10 〜 1 3 ： 2 0 内科•知能検査 

玉野小学校 1 〇月 1 9曰（ 7 j < ) 後日通知 歯科健診 玉野小学校 

1 1 月 9 日 （ 水 ） 後日通知 眼科健診 

八幡小学校 1 1 月 2 日 （ 水 ） 1 2 ： 4 0 〜 1 3 ： 0 0 

中村第一小学校 1〇月1 2日（水） 1 2 ： 3 0 〜 1 2 ： 5 0 

中村第二小学校 1 〇 月 5 日 （ 水 ） 1 3 ： 0 0 〜 1 3 ：15 

桜丘小学校 1 〇 月 2 6日（水） 1 2 ： 3 0 〜 1 2 ： 4 5 

飯豊小学校 1 〇 月 2 6曰（水） 1 3 ： 0 0 〜 1 3 ：15 

磯部小学校 1 〇 月 2 6日（水） 1 2 ： 3 0 〜 1 2 ： 4 0 

日立木小学校 1〇月 1 9曰（水） 1 3 ： 0 0 〜 1 3 ：15 

※相馬市に住所があるお子さん 

へは、9月1 6曰以降に「就 

学時健康診断通知書」を送付 

します。 

※決められた日に受診できない 

方は必ずご連絡ください。 

※福島第一原発事故により、相 

馬市へ避難しているお子さん 

で、相馬市の小学校へ入学を 

希望している方も受診できま 

すのでご連絡ください。 

※相馬市から他市町村へ避難さ 

れている方は、避難先でご相 

談ください。 

•問い合わせ先 

教育委員会学校教育課 

(S 37-2185) 

津波で流出した写真や位牌を公開しています 

ぜひご覧いただき、思い出の品をお持ち帰りください 

.公開場所旧相馬女子高校（中村字川原町） 

• 公 開 時 間 1 0 時 〜 1 5 時 

(土日•祝日も公開しています） 

•問い合わせ先生活復興ボランティアセンター 

(S 36-7827) 

市
内
簡
易
水
道
の
水
道
水 

の
放
射
能
測
定
結
果 

栢
馬
市
簡
易
水
道
協
議
会
で
は
、 

市
内
の
各
簡
易
水
道
組
合
の
水
道 

水
の
放
射
性
物
質
を
定
期
的
に
検 

査
し
て
い
ま
す
。 

検
査
の
結
果
、
放
射
性
物
質
は 

検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
飲
料
水 

と
し
て
全
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
の 

で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。 

•
検
査
機
関
福
島
県
原
子
力
セ 

ン
タ
丨(

福
島
市)

 

•
問
い
合
わ
せ
先
•
玉
野
簡
易 

水
道
組
合(

S
况
2
3
1
2)

 

V 

山
上
坂
下
簡
易
水
道
組
合 

5
1
6
4)

 

•
初
野
簡
易
水
道
組 

合(

S
3
6
0
6
2
6) 

•
小
野
簡 

易
水
道
組
合(

S
3
6
0 
4 
9 
7)

 

•
富
沢
簡
易
水
道
組
合(

0 

6 

9 
4)

 

7 

北
方
領
土
の
返
還
を
実
現 

さ
せ
よ
う
！ 

択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
お 

よ
び
歯
舞
群
島
の
北
方
四
島
は
、 

我
が
国
固
有
の
領
土
で
す
。 

日
ロ
の
真
の
関
係
改
善.

ア
ジ 

ア
の
安
定
の
た
め
に
も
、
こ
の
問 

題
を
解
決
し
平
和
条
約
を
締
結
す 

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

本
県
と
北
方
領
土
に
つ
い
て
は
、 

会
津
藩
が
ロ
シ
ア
の
襲
撃
に
備
え 

る
た
め「

北
の
防
人」

と
し
て
蝦 

夷
地•

樺
太
の
警
備
を
行
っ
た
ほ 

か
、
蝦
夷
地
の
一
部
を
領
地
と
し 

て
与
え
ら
れ
、
藩
士
を
移
し
て
北 

方
の
守
り
を
固
め
た
史
実
が
あ
る 

な
ど
探
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。 

福
島
県
民
と
し
て
北
方
領
土
問 

題
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
身 

に
つ
け
、
国
の
外
交
交
渉
を
後
押 

し
し
ま
し
よ
う
丨
• 

(

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
福
島 

県
民
会
議)

 



平成23年度 布 民 体 胄 覿 

※総合開会式は行いません。 

種目 参加資格（部門） 実施曰•会場 参加料 申込期限•申込先 

卓球 未定 未定 未定 
未定 
鈴木誠一 

S 090-1399-5060 

»撃 
トラップ競技 
(60個撃ち） 

鉄砲所持許可者に限る 
(火薬譲受許可証を持参） 

10月10日（月） 
初野射撃場 

1人5,000円 
当日まで 
高野田鶴夫 
S 32-5276 

ソフ卜テニス 

小 学 男 • 女 
中 学 男 • 女 
一 般 男 • 女 

壮年 

中学1 • 2年生 
中学3年生以上 
45歳以上（男女混合も可） 

10 月 22 日（土） 
(雨天の場合は 

10月23日（日）） 
角田公園テニスコート 

小•中学生 
1人200円 
一般•壮年 

1人500円 

10月14日(金) 
早川文雄 
S 090-9037-4338 

女子/1レーボール 

(9人制） 

20歳以上の市内居住または市内に 
勤務の方 

10月9日（日） 
中村第二中学校体育館 

無料 

9月26日（月） 
木幡辛子 
S 35-5742 

剣道 
小学生（男•女) 
中学生（男•女） 
高校生（男•女） 
—般（男•女） 

9月25日（日） 
9 ： 00 〜 
スポーツアリーナそラま 

無料 

9月21日（水） 
佐 藤 敏 明 
S 35-2688 

柔道 中学生男女 
高校生•一般の男女 

10月16日（曰） 
スポーツアリーナそうま 

無料 
10月10日（月） 
亀岩正寛 
a 35-5201 

パドSントン 〇一般•高校生•中学生•小学生 

の部 
「参加資格」 

©市内に在住する小学生以上の者 
®市内で活動するジュニアバドミ 
ントンクラブに所属する小学生 
©市内で活動するバドミントンク 
ラブ（部活）などに所属する中学 
生以上の者 
®その他協会が認める者 
「競技種目」 
男女別個人戦•ダブルス•シン 

グルス 

10月16日（日） 
中村第一中学校体育館 

1人1種目に 
限る 

1人1,000円 
(小学生700 

円） 

9 月 24 日（土）21 

可能な限り、メール 
にて申し込み願いま 
す。 
大会要項を希望され 
る場合はメールにて 
連絡願います。 
大 会 事 務 局 杉 茂 
S 37-2143 (昼） 

メールアドレス： 

Yukikaze1792swing 
@yahoo.co.jp 

サッカー 
小学生 

10月9曰（日） 
相馬光陽サッカー場 

無料 

10月2日（日） 
山田則雄 
a 35-2292 

3道 
高校生以上 

10月10日（月） 
スポーツアリーナそうま 

1人500円 

9月30日（金） 
木村禎司 
S 36-0738 

8 雄 

社会人 
小学生 

市内在住または市内に勤務する方 

市内小学生 

社会人• 
9月25日（日）•10月 
9日（日）’10日（月） 
二の丸球場 
小学生： 
1〇月9日（曰）相馬光 
陽ソフ卜ボール場 

社会人： 
1チ一ム 

3,000 円 
小学生： 
1チーム 

2,000 円 

9月20日（火） 
タカクニスポーツ 

S 35-4254 

ゴルフ 市内在住または市内に通勤、通学 

の方 未定 未定 
未定 
斎川一朗 

S 090-4635-8039 

H23. 9.15広報そうま© 



種目 参加資格（部門） 実施日•会場 参加料 申込期限•申込先 

/iスケットボール 
ミニバスケ男女 
中学生男女 
高校生•一般男女 

10月10日（月） 
スポーツアリーナそうま 無料 

9月26日（月） 
江井利夫 
S 36-4010 

ソフト旗一ル 
_

般 
壮年（40歳以上） 
シニア（60歳以上） 
レディ一ス 

市内在住または市内に通勤、通学 
の方 

未定 未定 
未定 
徳田勝廣 
S 36-2385 

入n太極拳 市内在住または市内に勤務する男 
女 

9月25日（日） 
9 ： 00 〜12 ： 00 
相馬市コミュニティセ 
ンター 

無料 
当日まで 
鈴木瑞枝 
S 35-3304 

インチィアカ 混合の部（1チーム女性が2名以 
上） 

10月16日（日） 
向陽中学校体育館 

無料 
10月7日（金） 
三國実加 
3 35-2942 

アマチュアダンス 市内在住ダンス愛好者 
10 月15 日（土） 
18 ： 00 〜21：00 
はまなす館 

無料 
当日まで 
村 上 精 一 

S 36-8566 

クラウン卜ゴルフ 
市協会会員（会員の部） 
市内在住の一般男女（一般の部） 
※第21回市民グラウンドゴルフ大 
会を兼ねる 

10月12日（水） 
9 ： 00 〜 
二の丸球場 

無料（用具貸 
します） 

10月1日（土） 
宇佐見誠一 

S 36-2551 

ゲートポール 協会登録チーム 10月18日（火） 
八幡グラウンド 無料 

10月7日（金） 
植村清重 
S 36-7897 

ソフ卜/バレーボール 
市民一般男女 

11月6曰（曰） 
8 ： 30 〜 

スポーツアリーナそうま 

1チ一ム 

2,000 円 

10月14日（金） 
齋藤知子 
S 38-7750 

タ-ゲット丨丨”-ド]"ルフ 一般市民（一般の部） 
(体験コ一ナ一も設ける） 

10月4曰（火） 
9 ： 00 〜 

長友グラウンド南 
無料 

10月1日（土） 
森 幹 夫 
S 35-4274 

健身太捶拳 
市民一般男女 

10月26日（水） 
9 ： 00 〜12 ： 00 
スポーツアリーナそうま 

無料 
当日まで 
柚木美和子 
a 36-0375 

ベタンク 一般の部 
10 月 22 日（土） 
13 ： 00 〜15 ： 00 
長友グラウンド 

無料 
当曰まで 
青田治子 
H 35-5006 

ラージポール草球 
シングルス丨部 

シングルス丨丨部（初心 
者） 
_

般タプルスA 
〃 B 

混合ダブルスA 
〃 巳 

男•女A (50歳未満） 
男•女B (50歳以上60歳未満） 
男•女C (60歳以上） 
男•女（年齢制限なし） 
男•女（合計年齢100歳未満） 
男•女（合計年齢100歳以上） 
合計年齢100歳未満 
合計年齢100歳以上 

11月13曰（曰） 
場所：未定 

シングルス 
1人 6 0 0円 
ダブルス 
1組1,200円 

10月28日（金） 
小泉直人 
S 36-4174 

パークゴルフ 男子の部丨部（昭和16年4月1日 
以前生まれ） 
男子の部II部（上記以外） 
女子の部丨部（昭和18年4月1日 
以前生まれ） 
女子の部II部（上記以外） 

10月10日（月） 
8 ： 30 〜 
相馬光陽パークゴルフ場 

N P G A 会 員 
1人 5 0 0円 
会員以外の市 
民 
1人1,000円 

10月1日（土） 
相馬光陽PG場 
S 26-8009 

遠 藤 功 一 

S 35-4459 

© 広 報 そ う ま H 2 3 . 9.15 



i' '2 結婚5 0周年の方へ 

金婚夫婦はお申し出くださ 
；V 
f身 

金#おめでとうございます。 ン “ 

市では「金婚を祝う会」を開催し、記念品を贈り金婚を 

祝福します。該当される方は次によりお申し出ください。 

•対象者市内に住所を有し令年金婚を迎えるご夫婦（昭 

：和36年中に結婚されたご夫妻）または、令までの「金婚 

を祝う会」に申し出をされなかったご夫妻。 

• 開 催 日 1 1 月 1 曰 （ 火 ） 1 1 時 ' 

• 申 出 期 限 9 月 3 0 日 （ 金 ） 

• 申 出 先 各 地 区 の 民 生 委 員 

'2. 

V 
ぐ 

ペ 

※市の「金娘を祝う会」とは別に、財団法人福島県老人ク 

ラブ連合会が実施する「第25回しあわせ金婚夫婦表彰」 

を相馬市老人クラブ連合会で9月3 0日（金）まで申し 

込みを受け付けています。 

申^;用紙は、梱馬市社会福祉協議会（終合福社センター） 

にあります。 

• 問 い 合 わ せ 先 健 康 福 祉 課 高 齡 福 祉 係 （ S 37-2174) 

H23. 9.15広報そうま 

地
域
ふ
れ
あ
い
敬
老
会
の 

開
催
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

9
月
1
日
号
の
広
報
紙
で
お
知 

ら
せ
で
き
な
っ
た
地
区
の
敬
老
会 

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。 

春
玉
野
地
区 

•
開
催
日
9
月
は
日(

月)
 

•
時
間
9
時
如
分〜

n
時
如
分 

•
場
所
玉
野
公
民
館 

•
大
野
地
区 

•
開
催
日
1
0
月
ー
日(

土)
 

•
時
間
9
時
如
分〜

U
時
如
分 

•
場
所
大
野
公
民
館 

今
年
は
7
5
歳
以
上
の
方(

昭
和 

U
年
9
月
1
5
日
以
前
に
生
ま
れ
た 

方)

を
ご
招
待
し
ま
す
の
で
、
招 

待
状(

は
が
き)

を
ご
持
参
く
だ 

さ
い
。 

な
お
、
各
開
催
場
所
で
祝
金
. 

記
念
品
を
贈
呈
す
る
の
は
8
5
歳
以 

上
の
方(

大
正
1
5
年
9
月
巧
日
以 

前
に
生
ま
れ
た
方)

で
す
の
で
、 

招
待
状(

は
が
き)

と
印
か
ん
を 

忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

《

当
日
、
敬
老
祝
金
を
受
け
取
る 

こ
と
が
で
き
な
い
方
へ》

 

当
日
敬
老
祝
金
を
受
け
取
る
こ 

,
と
が
で
き
な
い
方
に
は
、
後
日
、 

市
役
所
健
康
福
祉
課
で
敬
老
祝
金 

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
招
待
状 

(

は
が
き)

と
印
か
ん
を
ご
持
参 

く
だ
さ
い
。
代
理
人
で
も
結
構
で 

す
。(

詳
し
く
は
、
招
待
状
を
ご 

覧
く
だ
さ
い) 

•
問
い
合
わ
せ
先
健
康
福
祉
課 

(

S
3
7
2
1
7
4) 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

9
月
M
日〜

9
月
3
0
日
の
1
0
日
間 

9
月
知
日
は「

交
通
事
故
死
セ
ロ
を
目
指
す
日」

 
I 

震
災
以
来
、
復
興
支
援
車
両
や 

復
旧
工
事
車
両
な
ど
が
多
く
な
り 

市
内
の
交
通
量
が
増
加
し
て
い
ま 

す
。 ま

た
、
こ
の
時
期
は
日
没
が
早 

く
な
り
、
タ
暮
れ
時
お
よ
び
夜
間 

の
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に 

あ
り
ま
す
" 

歩
行
者
や
自
転
車
を
利
用
す
る 

み
な
さ
ん
は
、
外
出
時
に
は
目
立 

つ
色
の
服
装
に
す
る
こ
と
や
、
夜 

光
反
射
材
を
活
用
し
た
り
す
る
な 

ど
、
ド
ラ
イ
バ
丨
に
自
分
の
存
在 

を
早
期
に
発
見
し
て
も
ら
え
る
よ 

う
に
し
ま
し
よ
う
。 

ド
ラ
イ
バ
丨
の
み
な
さ
ん
は
、 

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
、
原
則
上 

向
き
ラ
イ
ト(

幻
惑
防
止
の
た
め
、 

こ
ま
め
な
切
り
替
え)

を
励
行
し
、 

歩
行
者
や
自
転
車
の
存
在
に
気
を 

つ
け
た
運
転
を
心
掛
け
ま
し
よ
う
。 

9
月
加
日
は「

交
通
事
故
死
、
セ 

ロ
を
目
指
す
曰」

で
す
。 

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
丨
ル
と 

マ
ナ
丨
を
守
り
、
交
通
事
故
防
止 

に
努
め
ま
し
よ
う
。 

•
ス
ロ
丨
ガ
ン 

「

タ
暮
れ
は
早
め
の
ラ
イ
ト
に 

反
射
材」

 

•
運
動
の
基
本 

「

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故 

防
止」

 

•
運
動
の
重
点
事
項 

®
タ
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
• 

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止 

(

特
に
、
反
射
材
用
品
な
ど
の
着 

用
の
推
進
お
よ
び
自
転
車
前
照
灯 

の
点
灯
の
徹
底)

 

(
!
)
全
て
の
座
席
の
シ
丨
ト
ベ
ル
ト 

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
卜
の
正
し
い 

着
用
の
徹
底 

(
3
)
飲
酒
運
転
の
根
絶 

•
問
い
合
わ
せ
先
市
•
市
交
通 

対
策
協
議
会(

K
M
2
1
4
4)

 



心も体ちのびのびと/ 

心のぶれあいサポー卜 

全国のライフセーバーを中心としたボランティア 

「チームS. 0. S」が、「第4回心のふれあいサボー 

卜」を開催します。 

被災者同士が話をすることで、こころの輪をひろげ 

ていける場です。 

子どもたちがのびのびと遊べる場のほか、大人（保 

護者）の方も参加できる語らいの場などをご用意しま 

す。お気軽にご参加くださレ、。 

• 日 時 9 月 2 3 日 （ 金 ） • 24日（土）• 25日 

•場所老人憩の家清流荘（山上字尖森） 

• 時 間 1 0 時 〜 1 6 時 

•対象どなたでも可。直接ご来場ください。 

(日） 

•主な内容 

•子ども向け=屋内•外あそび、自然体験、工作、体 

操など 

•大人向け=円卓コミュニケーション、簡単な体操な 

ど 

•その他昼食や着替えは各自持参してください。 

• 後 援 相 馬 市 

※次回は10月15日（土)、16日（日）に開催します。 

•問い合わせ先 

•豊田勝義（ S〇 9 0 - 3 0 9 0 - 3 3 4 9 ) 

• 健 康 福 祉 課 O 37-2174) 

• チ一ム s . 0 . Sホ^^ムぺ一ジ 

http://t-sos.persimmons-inc.com/ 
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求
職
活
動
中
の
方
を 

支
援
し
ま
す 

ふ
く
し
ま
求
職
者
総
合
支
援
セ 

ン
タ
丨
で
は
、
求
職
活
動
中
の
生 

活
や
就
労
な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ 

た
支
援
を
、
関
係
機
関
と
連
携
し 

て
行
い
ま
す
。 

•
主
な
相
談
内
容 

®
生
活
資
金
に
関
す
る
相
談 

(
!
)
住
居
確
保
に
関
す
る
相
談 

(
3
)
就
職
支
援
に
関
す
る
相
談 

@
能
力
開
発
に
関
す
る
相
談 

【

福
島
窓
口】

 

福
島
市
三
河
町
1—

2
0
コ 

ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
2
階(

S
0
2 

4
1
5 
2 
5—

—

2 
5 
1 
o)

 

•
開
所
時
間
月
曜
曰〜

-
H

曜
日 

3
時〜

1
8
時
3
0
分 

※
水
曜
日
•
日
曜
日
は
休
所 

【

郡
山
窓
口】

 

郡
山
市
島
一
一
！
^>

目
4 
0 
2 

ふ 

く
し
ま
地
域
共
同
就
職
支
援
セ
ン 

タ
丨
内(

S
0 
2 
4
1
9
9
5
1 

5
〇
5 

7 
)
 

•
開
所
時
間
月
曜
日〜

金
曜
日 

8
時
％
分〜

1
7
時 

※
土•

日
曜
日
は
休
所 

※
電
話
に
ょ
る
相
談
も
行
っ
て
い 

ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
ふ
く
し
ま
求 

職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
丨
郡
山
窓 

ロ (

§
3
0
2
4
！
9
9
5—

5
0 

5 
7)

 

相
馬
市
民
水
泳
大
会
を 

開
催
し
ま
す 

相
馬
市
民
水
泳
大
会
を
次
に
よ 

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参 

加
く
だ
さ
い
。 

書
日
時
9
月
2
3
日(

金
.
祝
曰)

 

•
会
場
ス
ポ
丨
ツ
ア
カ
デ
ミ
丨 

相
馬
M
m
s
n
l
ス
温
水
プ
ー 

ル •
参
加
資
格
相
馬
市
お
よ
び
相 

双
地
区
在
住
も
し
く
は
勤
務
し
て 

い
る
方 

•
参
加
費
ー
種
目
5
0
0
円 

•
申
込
締
切
9
月
2
0
曰(

火)
 

比
時 

•
競
技
種
目(
男
女)

自
由
形
、 

背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、 

メ
ド
レ—

な
ど
。
M
m〜
l
o
o
m
の 

距
離
数
種
類 

•
年
齢
区
分
1
2
区
分 

•
参
加
賞
全
員
に
授
与 

•
主
催
相
双
水
泳
連
盟 

•
主
管
ス
ポ
^―

ツ
ア
カ
デ
ミ
^―

 

相
馬 

•
後
援
相
馬
市
体
育
協
会
、
市 

教
育
委
員
会 

•
申
込•

問
い
合
わ
せ
先 

ス
ポ
^
ツ
ア
カ
デ
ミ
^~

相
馬 

(

S
3
6
7
0
8
5)

 

相
馬
市
男
女
共
同
参
画
プ 

ラ
ン
推
進
会
議
委
員
募
集 

こ
の
推
進
会
議
は
、
性
別
に
か 

か
わ
り
な
く
、
男
女
が
と
も
に
個 

性
と
能
力
を
最
大
限
に
生
か
す
こ 

と
の
で
き
る
活
力
あ
る
社
会
づ
く 

り
を
目
指
す
も
の
で
す
。 

今
回
、
推
進
会
議
の
委
員
を
、 

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。 

•
任
期
2
年 

•
募
集
人
数
3
名 

參
業
務
の
内
容 

会
議(

年
6
、
7
回
程
度)

に 

出
席
し
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す 

る
推
進
事
業
の
展
開 

•
応
募
資
格
市
内
に
住
所
を
有 

す
る
満
2
0
歳
以
上
の
方 

•
記
入
事
項(

任
意
様
式)

 

•
住
所
•
氏
名(

ふ
り
が
な)

• 

生
年
月
日
•
電
話
番
号
•
職
業 

(

勤
務
先)

•
応
募
の
動
機 

•
応
募
方
法
郵
送
、
F
A
X 

•
応
募
締
切
9
月
3
0
日(

金)
 

•
そ
の
他
会
議
に
出
席
の
場
合 

は
、
所
定
の
報
償
費
を
お
支
払
い 

し
ま
す
。 

•
応
募
•
問
い
合
わ
せ
先
〒
9 

7
6
1
8
6
0
1(
住
所
不
要)

 

相
馬
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習 

課
生
涯
学
習
係(

S
3
7
2 
1
8 

7 
•

 
F
A
X
3
7
2
6
1
7)

 

http://t-sos.persimmons-inc.com/
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2
級
ホ
I
ム
ヘ
ル
パ
丨 

養
成
講
座
受
講
生
募
集 

市
で
は
、
2
級
ホ
 ̂

^
へ
ル 

。
ハ
ー
養
成
講
座(

後
期
講
座)

の 

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。 

こ
の
講
座
は
、
介
護
に
対
す
る 

市
民
の
理
解
を
探
め
る
と
と
も
に
、 

必
要
な
知
識
と
技
能
を
有
す
る
介 

護
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
に
実 

施
し
ま
す
。 

春
実
施
期
間
1
1
月
ー
日(

火) 

〜

平
成
M
年
2
月
2
8
日(

火) 

•
研
修
時
間
な
ど
講
義
M
時
間 

(

通
信
学
習
3
0
日
間)

、
実
技
4
8 

時
間(

実
技
ス
ク
丨
リ
ン
グ
U
日 

間)

、
実
習
3
0
時
間(

5
日
間) 

計
1
3
0
時
間(

恥
日
間) 

•
募
集
定
員
2
0
名 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選 

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。 

•
募
集
対
象
者
相
馬
市
に
住
所 

を
有
し
心
身
と
も
に
健
康
な
方
で
、 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
勤
務
し
て 

い
る
方
、
勤
務
す
る
こ
と
が
確
定 

し
て
い
る
方
ま
た
は
勤
務
す
る
こ 

と
を
希
望
す
る
方 

•
受
講
経
費
受
講
料
2 

5
、 

o
o
o
円(

テ
キ
ス
ト
代
、
副
教 

材
費
含
む) 

※
交
通
費
•
昼
食
代•

健
康
診
断 

料
は
別
途
個
人
負
担
。 

•
申
込
方
法
所
定
の
受
講
申
込 

書
に
ご
記
入
の
上
、
市
役
所
健
康 

福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
受
講
申
込
書
は
市
役
所
健
康
福 

祉
課
、
ま
た
は
市
の
ホ
丨
-
 ̂

ぺ
.—

ジ
に
あ
り
ま
す
。 

※
受
講
を
希
望
す
る
に
あ
た
つ
て 

の
志
望
の
動
機
は
、
必
ず
記
入 

し
て
く
だ
さ
い
。 

•
申
込
期
限
1
0
月
7
日(

金) 

※
必
着(

期
限
厳
守) 

•
受
講
生
の
決
定
申
込
者
全
員 

に
後
日
通
知
し
ま
す
。 

•
研
修
終
了
認
定
全
て
の
研
修 

を
終
了
さ
れ
た
方
に
は
修
了
証
明 

書
な
ど
を
交
付
し
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
健
康
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係(
S
M
2
1
7
4)

 

相
馬
看
護
専
門
学
校
学
生 

募
集 相

馬
看
護
専
門
学
校
で
は
、
平 

成
M
年
4
月
入
学
の
学
生
を
次
に 

よ
り
募
集
し
ま
す
。 

•
募
集
人
員§

名 

•
修
業
年
限
3
年 

•
受
験
料
2
万
円 

•
試
験
の
種
類
推
薦
入
学(

公 

募•

特
別)

試
験
お
よ
び
一
般
人 

学
試
験 

【

推
薦
入
学
試
験】

 

參
受
験
資
格 

•
公
募
推
薦=

福
島
県
相
馬
地
方 

の
市
町
村
に
住
所
を
有
し
、
平
成 

M
年
3
月
に
高
等
学
校
を
卒
業
見 

込
み
で
、
高
等
学
校
長
が
推
薦
す 

る
者 

•
特
別
推
薦=

福
島
県
相
馬
地
方 

の
市
町
村
に
住
所
を
有
し
、
高
等 

学
校
を
卒
業
し
た
者 

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ 

さ
い
。(

東
日
本
大
震
災
に
よ 

り
避
難
し
て
い
る
場
合
な
ど) 

•
願
書
受
付
1
0
月
7
日(

金)
 

〜

1
0
月
2
8
日(

金) 

※
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
の
消
印 

の
あ
る
も
の
ま
で
有
効 

•
試
験
期
日
。
月
1
5
日(

火)
 

參
試
験
の
方
法
•
学
科
試
験 

(

数
学
I) 

•
小
論
文
試
験
•
面 

接
試
験 

【
I

般
入
学
試
験】

 

•
受
験
資
格
学
校
教
育
法
に
よ 

る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者(

平 

成
M
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
者
を 

含
む)

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上 

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

•
願
書
受
付
n
H
l
s
s 

(

金)
 

〜
1
2
月
1
6
日(

金) 

※
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
の
消
印 

の
あ
る
も
の
ま
で
有
効 

•
試
験
期
日 

•
第
ー
次
試
験=
平
成
M
年
ー
月 

6
日(

金) 

•
第
2
次
試
験
=
平
成
2
4
年
1
月 

晋
S 

•
試
験
の
方
法 

•
第
1
次
試
験=

学
科
試
験(

国 

語
総
合(

漢
文
は
除
く)

、
数
学
I
、 

英
語
I
、
生
物
I) 

•
第
2
次
試
験=

面
接
試
験 

•
募
集
要
項•

受
験
願
書
の
配
布 

相
馬
看
護
専
門
学
校
で
配
布
し 

て
い
ま
す
。
郵
送
を
希
望
す
る
場 

合
は
、
返
信
先(

氏
名
、
郵
便
番 

号
、
住
所)

を
記
載
し|

円
切
手 

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒(

角
型
2 

号

2

4

§ 

x
3
3
c
m)

を
必
ず
同
封 

の
ぅ
え
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
相
馬
看
護
専 

門
学
校(

石
上
字
南
姥
沢
3 
4 

4)
 (

§
3
^
8
1
1
8)

 

J
I
c
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

募
集 J

I
C
A (

独
立
行
政
法
人
国 

際
協
力
機
構)

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
を
募
集
し
ま
す
。 

•
募
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

•
青
年
海
外
協
力
隊
•
日
系
社
会 

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
•
シ
ニ
ア
海 

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
•
曰
系
社
会
シ 

ニ
ア
•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

•
派
遣
期
間
原
則
2
年
間(

一 

部
、
ー
年
派
遣
も
有
り)

 

•
応
募
期
間
1
0
月
ー
日(

土)
 

〜

U
月
7
日(

月)

消
印
有
効 

•
体
験
談
と
説
明
会
開
催 

【

福
島
会
場】

 

•
日
時S

月
2
日(

日)

M
時 

•
場
所 

コ
ラ
ツ
セ
ふ
く
し
ま 

(

福
島
市
三
河
南
町
1
1
2 
o)

 

【
仙
台
会
場
ー】

 

•
日
時
1
0
月
2
曰(

日)
 

※
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

曰
系
社
会
シ
ニ
ア
•
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア=

川
時
如
分 

※
青
年
海
外
協
力
隊
、
日
系
社
会 

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時 

•
場
所
仙
台
第
一
生
命
タ
ワ
ー 

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ(

仙
台
市
青
葉
区 

一
番
町
4 
丁
目
6—

ー)
 

【

い
わ
き
会
場】

 

•
日
時2

月
比
日(

日)

M
時 

•
場
所
ラ
ト
ブ(

い
わ
き
市
平 

字
田
町
1
2
0)

 
【

仙
台
会
場
2】

 

•
日
時
1
0
月
1
6
日(

日)

M
時 

※
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、 

曰
系
社
会
シ
ニ
ア
.
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
=
1
0
時
3
0
分 

※
青
年
海
外
協
力
隊
、
日
系
社
会 

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
=
M
時 

•
場
所
仙
台
第
一
生
命
タ
ワ
丨 

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ 

【

郡
山
会
場】

 

•
日
時S

月
m
日(

土)

 

M
時 

•
場
所
ビ
ッ
グ
ア
イ(

郡
山
市 

駅
前
一
一
丁
目
1
1
1
1)

 
【
I
I

本
松
会
場】

 

•
日
時
川
月
3
0
日(

日)

1
5
時 

•
場
所
J
I
C
A
ニ
本
松(

ニ 

本
松
市
永
田
字
長
坂
4 —

2) 

※
各
説
明
会
と
も
参
加
は
無
料
。 

※
予
約
不
要
、
入
退
場
は
自
由
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
J
I
C
A
ニ 

本
松(

s
o 
2 
4
3—

2 
4
- 

3 

2
〇
〇)
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冬
休
み
海
外
派
遣 

参
加
者
募
集 

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法 

人
.
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、 

小
学
3
年
生
か
ら
高
校
生
を
対
象 

と
し
た
4
事
業
の
参
加
者
を
募
集 

し
て
い
ま
す
。 

体
験
を
通
し
て
お
互
い
の
理
解 

や
交
流
を
探
め
、
国
際
性
を
養
ぅ 

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。 

お
ひ
と
り
で
ご
参
加
に
な
る
方 

が
8
割
以
上
、
は
じ
め
て
海
外
へ 

行
か
れ
る
方
が
7
割
以
上
で
す
。 

事
前
研
修
会
で
は
仲
間
作
り
か
ら 

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
安
心 

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

•
事
業
内
容
•
ホ
1
-4

ス
テ
イ 

•
ク
リ
ス
マ
ス
体
験
•
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
•
文
化
交
流
•
地
域
見
学 

•
野
外
活
動
な
ど 

※
事
業
に
よ
り
体
験
内
容
を
お
選 

び
い
た
だ
け
ま
す
。 

•
派
遣
先
•
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

•
サ
イ
パ
ン
•
フ
ィ
ジ
丨
•
カ
ン 

ボ
ジ
ア 

•
日
程
1
2
月
2
4
日(

土)
〜

1 

月
4
曰(

水)

の
ぅ
ち
7〜

9 

曰
間 

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。 

•
対
象
小
3〜

高
3
の
方
ま
で 

※
事
業
に
よ
り
対
象
年
齢
が
異
な 

り
ま
す
。 

•
定
員
各
グ
ル
丨
プ
1
5
名 

•
参
加
費
ひ
.
8
万
円〜

邪
. 

8
万
円
予
定(

共
通
経
費
は
別
途)

 

•
締
切
1
1
月
4
日(

金)
 

※
申
し
込
み
先
着
順 

•
問
い
合
わ
せ•

資
料
請
求
先 

文
部
科
学
省
所
管
財
団
法
人 

国
際
青
少
年
研
修
協
会
〒
l
o 

8
—
o 
o 
7 
3 

東
京
都
港
区
三 

田 
5—

_
/ 

8
1
9
2
1(

s
o 

3—
—

6
4 
5
9 

—
—

4 
6 
6 
1 

F 
A 
X 
o 
3 

—
—

6 
4 
5 
9 
—
—

4 

6
3
3)

 

V
E
メ
丨
ル i

n
f
b
@
 

kskkor

•
ホ•

—
^
ぺ
1
"
シ 

h
t
t
 
で
：
/
/
w
w
w
.
k
s
k
k
b
r
.
j
f
}
 

「

法
の
日」

週
間
記
念 

無
料
法
律
相
談
会
開
催 

め
月
1
日
は「
法
の
日」

で
す
。 

「

法
の
曰」

は
国
民
の
皆
さ
ん
に
、 

法
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
考 

え
て
い
た
だ
く
き
つ
か
け
と
な
る 

よ
ぅ
に
と
昭
和
3
5
年
に
定
め
ら
れ 

ま
し
た
。
福
島
地
方
裁
判
所
•
福 

島
家
庭
裁
判
所
で
は
弁
護
士
会
の 

協
力
に
よ
り
、
無
料
法
律
相
談
会 

を
開
催
し
ま
す
。 

•
日
時
川
月
3
日(

月)
S

時 

〜

5
時 

•
場
所
相
馬
法
律
相
談
セ
ン 

タ
丨(

中
村
字
桜
ヶ
丘
5 
6
1
1 

T
K
ウ
エ
ル
ネ
ス
桜
ケ
丘)

 

•
問
い
合
わ
せ
先
福
島
県
弁
護 

士
会
相
馬
支
部(

§
3
3
6
4 
7 
8 

9)
 

サ
ポ
丨
卜
し
ま
す 

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決 

福
島
労
働
局
で
は
、
総
合
労
働 

相
談
コ
^
^
ナ
^“

を
設
置
し
て
い
ま 

す
。 解

雇
、
労
働
条
件
、
募
集
•
採 

用
な
ど
、
労
働
問
題
に
関
す
る
あ 

ら
ゆ
る
分
野
に
つ
い
て
、
総
合
労 

働
相
談
員
が
労
働
者•

事
業
主
か 

ら
の
相
談
を
お
受
け
し
、
紛
争
の 

自
主
的
な
解
決
を
促
進
す
る
た
め 

の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み 

の
方
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
心
配 

な
方
、
人
事
•
労
務
な
ど
で
疑
問 

を
お
持
ち
の
方
、
お
気
軽
に
お
問 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先 

【

総
合
労
働
相
談
コ
丨
ナ
I】

 

相
馬
労
働
基
準
監
督
署
内
中 

村
字
桜
ヶ
丘
6
8 (

0
3
6
4
1
7 

5)
 

【
セ
ク
ハ
ラ
、
育
児
•
介
護
休
業 

法
等
の
相
談
窓
口】

 

福
島
労
働
局
雇
用
均
等
室(

福 

島
合
同
庁
舎
5
階)

福
島
市
霞
町 

1 
—

 

4
6 

(

S
0
2
4―

5
3 
6 

1
4
6
〇
9
} 

B
型
肝
炎
感
染
者
の
方
を 

対
象
に
し
た
電
話
相
談
会 

全
国
B
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務 

所
で
は
、
集
団
予
防
接
種
に
よ
る 

B
型
肝
炎
感
染
者
を
対
象
に
し
た 

国
の
補
償
に
関
す
る
電
話
相
談
会 

を
行
い
ま
す
。 

•
日
時
平
日(

月
曜〜

金
曜)

 

9
時〜

1
7
時 

•
費
用
無
料 

•
電
話
番
号 

s 
o 
2 
5
1
2 
2 
3—

1
1
3 
o 

•
問
い
合
わ
せ
先
全
国
B
型
肝 

炎
訴
訟
新
潟
事
務
所(

新
潟
市
中 

央
区
西
堀
前
通
一
番
町
7 
0 
3 

西
堀
一
番
町
ビ
ル
6
階
代
表 

弁
護
士
足
立
定
夫)

(

S
0
2 

5
1
2
2
3―

1
1
3
0 F

e
e
 

X 
o 
2 
5 

—
—

3 
7 
8 

—
—

1
6 
6 

2)
 

無
料
法
律
相
談
の 

ご
案
内 

川
月
7
日(

金)

1
3
時〜

比
時
、 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
丨
で
。 

相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
市
社 

会
福
祉
協
議
会(

§
3

洸
5
0
3 

3)

ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
予
約
は
9
月
扣
日(

火) 

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。 



《10月の健診•相談会など》 会 場 保 健 セ ン タ ー （ S 35-4477) 

実施曰 受付時間 事 業 名 対 象 児 

1〇月7曰（金） 12 ： 3〇〜13 ： 00 9〜10か月児健診 平成2 2年12月生まれ 

1〇月11日（火） 9 ：15 〜9 ： 40 1歳児むし歯予防教室 平 成 2 2 年 8 月 生 ま れ 

1〇月13曰（木） 13 ： 0 0 - 1 3 ： 30 1歳6か月児健診 平 成 2 2 年 3 月 生 ま れ 

1〇月14日（金） 12 ：15 〜12 ： 45 3〜4か月児健診.BCG接種 平 成 2 3 年 6 月 生 ま れ 

1〇月18曰（火） 9 ：15 〜9 ： 45 育児相談会 希望者（乳幼児） 

1〇月27日（木） 13 ： 00 — 1 3 ： 30 3歳児健診 平成2 0年6月生まれ 

1〇月28曰（金） 13 ： 3 0 — 1 6 ： 30 言語相談会※ 就学前の幼児（予約制） 

※お子さんに、ことばが遅い、発音が気になるなど 

の心配がある場合は、専門の相談員が相談に応じます。 

定員が1回あたり3〜4人のため予約制となります。 

相談をご希望の方は、事前に保健センターにご連絡く 

ださい。 

«申込 •問い合わせ先保健センタ一（3 35-4477) 

休日当番医 

9月18日（日） あらき産婦人科クリニック 馬場野字山越 35-0303 

9月19日（月） ふなばし内科クリニック 中村字塚田 35-1500 

9月23日(金） 早 川 医 院 中村字泉町 37-3500 

9月25日（日） 八 巻 ク リ ニ ッ ク 中村一丁目 37-7117 

10月2日（日） やまぐち小児科医院 中村 一丁目 37-8815 

10月9日（日） 桜ケ丘さいとう整形外科 中村字桜ケ丘 35-1333 

10月10日(月) わたなベ内科•胃腸科大曲字大毛内 26-5061 

※診療時間は9:00〜16:00 

※救急医療病院は公立相馬総合病院（S 36-5101) 

相馬中央病院（S 36-6611) 

休日歯科当番医 

9月18日（日） 門 馬 歯 科 医 院 中村字北町 36-4182 

9月19日（月） 八 巻 歯 科 医 院 中村一丁目 35-3061 

9月23日（金） 山 本 歯 科 医 院 中野字寺前 35-2853 

9月25曰（曰） 大 沼 歯 科 医 院 南 相 馬 市 鹿 島 区 4 6 - 5 9 7 Q 

10月2日（日） わたなベ歯科クリニック 中村字新町 36-2345 

10月9曰（曰） あ べ 歯 科 医 院 馬場野字山越 36-5511 

10月10日（月） 大 井 歯 科 医 院 中村字大手先 35-0808 

•8月の3歳児健診でむし歯のなかったお子さんは、 

11名でした。 

i f 齒 去 さ ん M lさん M笑さん I Kぎ 4 •さん 

i i 条 秦 さ ん 1 I M さ ん im さん i i 勤 凉 さ ん 

Mmィ¥邊さん i s さん KSlii泰さん 

みんな素晴らしいね、むし歯セロ、歯磨き頑張ろう 

「思いやり人も車も自転車も」 

相馬市内の交通事故発生状況 

発生件数 死者数 傷者数 

平 成 2 3 年 

8 月 
18 1 25 

累 計 

( 1月〜） 
115 1 143 

前 年 

同 月 比 
-17 1 -38 

献 血 に ご 協 力 を 

月 曰 時 間 場 所 

9月25曰（曰） 

10 ： 00 〜13 ： 00 
(株)イオン相馬店 9月25曰（曰） 

14 ： 00 〜16 ： 30 
(株)イオン相馬店 

10月6日（木） 

10 ： 00 〜12 ： 00 エム•セテック(株） 

10月6日（木） 13 ： 00 〜15 ： 30 才リエンタルモ一ター(株) 10月6日（木） 

16 ： 00 〜17 ： 00 相馬地方広域水道企業団 

※診療時間は9:00〜16:0〇 

編集と発行；相馬市情報_課〒976"8601相馬市中村字大手先13 TEL 0244-37-2117 FAX0244-35-4196印刷；中村印刷(胡 
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 9 15 广幸pそ 二 士 

mm “ 

1o月定例教育委員会開催 

傍聴を希望する方は、事前にお問い 

合わせください。 

肇 日 時 1 〇 月 4 日 （ 火 ） 1 3 時 3 0 分 

參 場 所 市 役 所 5 階 第 4 委 員 会 室 

眷問い合わせ先 

教育部総務課（ S 3 7 — 2 1 8 3) 

東
日
本
大
震
災 

無
料
法
律
相
談
会 

震
災
に
よ
り
、
法
律
問
題
で
お 

悩
み
の
方
を
対
象
に
無
料
法
律
相 

談
を
行
い
ま
す
。
税
務
関
係
の
相 

談
も
お
受
け
し
ま
す
。 

春
日
時
平
日
•
1
4
時〜
1
8
時 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
第
ー 

会
議
室(

2
階)

 

•
主
催
福
島
県
弁
護
士
会 

•
後
援
•
相
馬
市
四
団
体
協
議 

会(

司
法
書
士
会
.
行
政
書
士 

会
.
土
地
家
屋
調
査
士
会•

税
理 

士
会)

•
福
島
県
社
会
保
険
労
務 

士
会 

※
弁
護
士
会
は
^
:
時〜

1
6
時
。
四 

団
体
協
議
会
•
社
会
保
険
労
務 

士
会
は
2
:
時〜

1
8
時
。 

電
話
に
よ
る
相
談
も
お
受
け 

し
ま
す
。(

0
リ
2
2
0
6) 

http://www.city.soma.fukushima.jp/



